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し1939年批評家クレメント・グリーンバーグの論文Modernist Painting (Forum Lectures 














※Working Space；Frank Stella  Charles Elliot Norton Lectures, Harvard 1983〜84; 
































































































































































































































































































































































































テクストによる絵画 : なんでもないこと 
 
 
 
 
あのね、さいしょまっしろのね、ほんとうのくうはくのね、なにもないところからね、なにかをいいはじめるときにね、あいてがね、なんにもいわない、なんにもは
んのうしない、なにひとつしゃべらないのわかっていて、おうとうもへんしんもなんのはんのうもしないのがわかっていてね、そのほんとかんぺきにね、ずっとだま
ってるあいてにね、なにかをしゃべりつづけたりね、そのひとだけにあててね、ずーっとなにかをかきつづけたりすることってね、たぶんできるひともいるとおもう
けどね、もうぜんぜんできないっていうひともいるとおもうのね、それでね、そういうちがいってどこにあってね、どうちがっているとそういうちがいになるかって
いうのがね、よくわからないんだけれどね、ぜんぜんじぶんのこともほかのこともなんにもひとっつもいわないひとってね、なかなかいないようなきもするんだけれ
どね、もしもね、いまこのぶんをかいてるあいてのひとがそうだとしてね、なんにもおうとうはしないんだけれどね、でもずーっとね、じつはちゃんときいたりよん
だりはしてるのねそのひとは、でそのばあいのね、もうかんぜんなね、いっぽうてきなね、いっぽうのひとだけのね、おしゃべりやかきつづけることってね、それが
できるひとにはね、たいしてむずかしいことではないとおもうのね、たとえばふだんはね、なにいおうかとおもってさんざんかんがえてからじゃないとなんにもいえ
ないひとってね、あんまりいないとおもうのね、けっこうそのときののりでしゃべってるとおもうのねじっさいはね、でもしゃべったりかいたりしてることにね、な
んのはんのうもないわけなのでね、しゃべったりかいたりしてるうちにね、それがもうほんとだれにむかってしゃべってるんだかかいてるんだかわかんなくなってき
てね、おしゃべりもぶんもだんだんひとりごとみたいになってきてね、そうなんだこれってひとりごとじゃん、ておもいはじめたときにはもうほんとひとりごとなの
ねたぶん、それをいってるかかいてるひとのね、けっきょくさくひんみたいになってくるのね、きっとそれってすごくこどくなものなのねたぶん、あいてがなんのは
んのうもしないんでね、ほんとこどくなひとりぼっちなこういなのねそれって、でそこでもしおわらずにね、それをつづけていくとね、そのこどくなね、ひとりぼっ
ちじゃんていうかんかくがね、こたえてもらえないっていうだんぜつやそがいかんがね、さいしょはあるんだけれどね、だんだんおおきくなってたえられないやもう
やめにしようこんなのってね、きっとおもうとおもうのねさいしょぐらいのときにはね、でもなんかわかんないけどいいやってそれでもつづけちゃってね、そこでな
んだかわかんないけどおわらなくってね、それがつづいちゃうとね、さくひんとかなんとかっていうこともなんにもなくってね、ただやっているだけぞっこうしてる
だけになってきてね、こうそくどうろぶっとばしてみつかったらいっぱつめんていですみたいなね、もうそれでもいいですかんけいなしみたいなね、あくせるべたふ
みのまんますっとばしていってね、それでそれもふつうのことなれちゃってあたりまえになってかんがえからもかんぜんにきえちゃってね、そこまでいくともうふつ
うにすっとばしてるだけほかになにもなしないようもいみもなんにもかんけいなくなってねとっくのむかしにおいてきましたそんなんかんけいございませんってか
んじでね、それでまだまだずーっとすっとんでるとね、おそいくるまなんかそこいらにとまってるぜみたいになってきてね、もうなんにもかんけいなしのおひとりさ
まじょうたいでね、びゅんびゅんそこいらじゅうのほかのくるまおいこしてね、つぎのしゅうだん、はい、つぎのしゅうだんっていうふうにね、どんどんおいこして
いってね、もうどんどんかそくしてげんかいちですめーたーふりきってなんきろでてるかだれにもわかんなくなってね、それでもうほかにとっくになんにもなくなっ
てるからね、もうそのへんにだれもいなくなっちゃってね、よるのこうそくどうろにちょうこうそくのひかるてんみたいになっちゃってね、もうくるまだかひこうき
だかちょうおんそくだかわかんなくなっててね、くるまのかたちしたてんだかうちゅうせんだかもわかんなくなってね、げんきなんだかひろうのちょうてんなんだか
どっちでもせいかいですみたいになってね、それでしばらくはね、ちかくにだーれもいなくてね、くるまいちだいないところをね、ただらいとのつらなりがね、なな
めうえからほしみたいにこっちをてらすとんねるのなかみたいなところをえんえんとはしってつきぬけてるんだかとんでるんだかわからなくなっててね、もうだれで
もなくってね、ただらいととめーたーのあかりだけあってね、しんじられないほどのじかんたったひとりのせかいなんだけどね、なんだかわからないけどやっとここ
まできましたみたいにね、さいごのくるまのしゅうだんがだんだんちかづいてくるのね、もうにんげんじゃないですっていうそくどなんだけれどねそのしゅうだんは
ね、さすがにはやくってね、おいこすまでにそうとうじかんもかかるのね、そのゆっくりちかづいてくるひかりのたばっていうかいちだんっていうかんじのはね、な
んだかかなりこうごうしかったりしてかみさまかこうせいか、つまりほし、じぶんでひかりをだすやつなんだけれど、ちょうどそんなかんじなのねそれは、それでこ
んどはすんごいながいじかんかかるんだけどやがておいこすときがくるのねそいつらも、それでね、そのおいこしたあとがもうなんにもいなくなるのね、もうとんね
るのれんぞくするひかりもなーんにもね、ほんとなんにもみえないまっくら、こわいくらいのね、くろいっていうかんじのやみなのね、じぶんのらいともなんにもて
らしてないのね、もうにどとなんにもてらすもののひょうめんっていうのがないのね、みたことないようなほんとうのまっくらなのねそこは、で、きがつくとおとも
なんにもしてないしね、すぴーどだってあんなにこわいくらいでてたのにね、もっといまはでてるはずなのにね、もううごいてるんだかとまってるんだかすらわかん
ないのね、ここまでくるとね、これがもうずーっとつづいてしんじゃうまで？ひょっとしてもうしんでる？とかおもったりするくらいなのね、でもそのうちなんとな
くだけどみてきたみたいにさいしょっからわかってましたみたいにおもうのね、さいごのかんがえっていうのかもしれないんだけどね、うまくいえないんだけどそれ
ってね、うちゅうのしゃしんでみたことあるかわかんないけれどちょうしんせいばくはつのしゃしんあるでしょ、それのいきてうごいてるやつがね、もうちょっとす
るとね、しかいいっぱいにひろがってね、なにがなんだかわかんなくなっちゃうだろうってね、もうあらかじめしってるみたいにね、みてきたみたいなかこのことみ
たいにわかるのね、わかるっていうよりもうそれをみてそのなかにはいってるのね、でそうなるともうじぶんだとかっていうのもわすれさってっていうかなくなっち
ゃっててね、そんなこととくらべものになんないようなおおきなよろこびってのにつつまれるのね、ほんとこうしたかったんだここにきたかったんだってかくしんし
てましたってさけぶこえもでないしそのひつようももうないんだけどね、じぶんのからだなんかもうとっくにみえてないっていうかないのねそこではね、なんにもか
んけいなくなってただそのひかりにつつまれるようになっていってね、もうとっくにしんでるのかもしれないんだけどどうでもいいってかんじでそんなことかんがえ
もしないのね、いきたにんげんやってるときにいちどもかんじなかったひかくになんないじゅんすいなよろこびなのねそれは、でそのひかりにつつまれそのひかりに
なっていくんだけどそのさきはね、やっぱりよくわかんないしせつめいできないことなんだけどね、でもものすごくよーくわかってるようにもかんじるのね、うまれ
かわるのもうにんげんじゃないんだけどね、いしきとかからだだってあるかどうかわからないんだけどね、ことばでいうとここまでかいてきたことぜんぶがそうなん
だけどね、ちょっとことばではいえないことばかりかいてるんでね、ことばでいうとこうなるかなっていうことなんだけどね、いまこうしてかいてることもいきてる
こともすることもなにもかもがね、そこでやっとひとつになってるのをみることになるのね、なんのかんがえもきぼうもぜつぼうもかなしみもよろこびもあじわって
きたことのすべてがね、そこでひとつになるよろこびっていうね、なんだそうだったのかっていうね、いきてるときとはぜんぜんちがうよろこびをね、これもことば
ではこういうふうにしかいえないんだけどね、とうたつてん、なのねいってみればね、で、そこはね、ぜんぜんおわりっていうんじゃなくってむしろはじまりのまえ
だったりするのね、わかんないでしょ、はじまりのまえなんていわれてもね、でもそこってね、ぼくたちみんなうまれるまえにいたとこね、そことちょっとにたばし
ょなんだけれどね、ばしょっていうとくうかんでしょ、くうかんじゃないのね、そこは、だからそこっていうのもちょっとちがうんだけどね、で、じかんっていうの
もとうぜんないのね、だからあるときでもところでもばしょでもないわけだからね、ことばではそこ、っていうしかないでしょ、でね、そこがね、はじまりのまえで
ね、おわりのあと、っていう、そこ、なのね、ほんとうはむずかしくなんかないんだけどね、ことばでむりにいったりするからむずかしいとおもうだけでね、ほんと
はみんないたところかどうかわからないしこれからいくっていうところかどうかもわからないんだからね、それでね、ここらへんまでではなしはいちどおわってね、
それでまたはじまるのね、おわりのおわり、なんだけどね、はじまりのはじまり、なのね、でもね、もうすっかりあきちゃってね、つかれちゃってね、やめにします
ともいわずにね、なんとなくだまっちゃうのね、しゃべるのもかくのもね、ありもしないこといっぱいしゃべっちゃったなあ、ほんとはほんとかどうかもなんにもわ
からないことだよな、なんておもいながらね、ちょっとこうかいしたりしてね、それですっかりなんにもしなくなってね、だまったまんまのあいてとね、おんなじに
なってるのね、あいてはあいかわらずなんのはんのうもなしだしね、きがつくとほんとおんなじでしょ、おたがいなんにもしなくてじっとだまってるだけなんだから
ね、なんにもしなかったのとなんにもかわんないかんじとほうもないむなしいかんじむだなじかんをすごしちゃったかんじしかしないのね、で、やがてなんとなくそ
のあいてからはなれるのね、さよならともいわずにね、だまったまんまね、でももっとはなせるかいわになるほかのあいてをさがしにいくわけじゃないのね、ほんと
とっくにもうくたくたにつかれてるしね、もっとほんとうのところはね、つかれがとれてももうひとこともかくこともしゃべることものこってないのね、もうぜんぜ
んしゃべりたくないししゃべることなくなってるのね、どんなふうにかんがえてもひとこともでてこないのね、ことばが、で、かんがえることもすっかりおわってる
のね、きがつくと、もうすっかりほんとなんにもかんがえてないのでしゃべることもなんにもないわけなのね、これってまちがいなくえいきょうなのね、だまりとお
してるあいてのね、なんにもはんのうしないそのあいてのすんごくおおきなえいきょうなのね、じぶんのはなしをきいてるのかぶんよんでるのかかんしんあるのかな
いのかぜんぜんまったくわからないわけなんだからね、こっちにはなにひとつつたわってこないわけだからね、それでいてほんとぜんぶのことばつかいはたしちゃっ
たわけだからねただそのあいてのためだけにね。だからさいしょっからだまってるあいてとはほんとはちがうんだけどね、こっちももうにどとだれにもしゃべんなく
なってなんにもかかなくなってね、あいてとぜんぜんかわらなくなっちゃうのね、あとのこるのはただのちんもくしかないのね、あいてにしゃべりつづけかきつづけ
たあげくね、なんにもしないあいてのえいきょうだけうけちゃってね、あいてはなんにもかわんないのね、だまったまんまでね、だからこういうことがいろんなとこ
でくりかえしあるとね、このせかいにね、ちんもくっていうのがしめるわりあいがふえていくのね、もうだれもみんななにひとつしゃべんなくなってなんにもかかな
くなっていってね、ことばっていうのもだんだんすたれていってね、やがてことばのないせかいになったりしてね、それっていがいといいかもしれないでしょ、めん
どくさくないしね、ことばやかんがえのいきちがいもけんかもせんそうもなくなったりしてね、あのさいしょのまっしろのね、ほんとうのくうはくのね、なにもない 
- 290 -
